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「できるよ、なんかいもおなじこといわないで！」 

 ぼくは、なんかいもおなじことをいうおかあさんにおこっていた。スイミングのじかんな

のに、よういをしていなかったからだ。わすれていたわけじゃなくて、いまやろうとしてい

たのに、くちだしされていらいらしてしまった。 

あわててにもつをいれて、みずぎをきて、くるまにのった。かえるときにきるはんそでを

いれわすれたけど、いったらおこられるから、ないしょにしておこう。 

プールについて、おかあさんはいもうとといっしょにかえっていった。いもうとがおひる

ねするじかんだから。 

ぼくは、いつもとおなじようにおよいで、ひとりできがえた。そうだ、はんそでがないん

だった。どうしよう、はだかじゃいやだな。からだをふいたタオルをきることにした。タオ

ルはぬれていてすこしさむくなった。おかあさんはまだかな、だんだんともだちがかえって

いく。もうほとんどいない。 

しんぱいしてくれたともだちのおかあさんが、こえをかけてくれた。うれしかった。うけ

つけの先生も、はなしかけてくれた。 

おかあさんおそいな。ぼくがあんなこといったから、おこってむかえにきてくれないのか

な。だんだんさみしくなってきた。ほんとうは、じぶんがいけないってわかっていたけど、

つい、いってしまったんだ。 

下をむいていたら、また先生がはなしかけてくれた。 

そのとき、ぼくはきがついた。ぼくのまわりには、しんせつな人がたくさんいるな。しん

せつって、あいてがこうしてくれたらうれしいだろうな、というのをすることかな？むずか

しいな。 

そんなことをかんがえていたら、やっとおかあさんがむかえにきた。先生やともだちのお

かあさんたちに、たくさんありがとうをいっている。みんなにこにこわらっていた。 

 くるまのなかで、おかあさんはいった。 

「しんせつでやさしい人がたくさんいてうれしいね。おそくなってごめんね。」 

「もういいよ。ぼくもごめんね。」 

おかあさんは、わらっていた。ぼくはまだ、しんせつにしてもらうばっかりだ。 

「ぼくができるしんせつってあるのかな？」 

おかあさんにきいた。 

「いっぱいしてくれてるよ。できることも、もっとあるよ。」 

といった。 

「ふーん。」 

おひるねをしてきげんのいいいもうとが、にこにこわらっている。ぼくもおなじようにわ

らった。 


